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集団とした超大規模コーパス（日本語 Web コーパス；NINJAL Web Japanese Corpus（仮称））
を構築する計画に着手した。1億語規模の『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（Maekawa et 
al. 2014，以下 BCCWJ）に出現しない言語現象を被覆する 100億語規模の日本語コーパスを
時期横断的に収集することを目標とする。浅原ほか（2014）では，日本語 Web コーパスの
収集と組織化について議論した。
2012 年第 4 四半期（2012-4Q）より本収集を開始した。表 1 に示すとおり，3 か月ごとに











2013 年度より検索系の調達を開始し，3 か年で開発を進めている。2013 年度は BCCWJ 1
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億語規模の検索系を開発した。2014年度は 2012年第 4四半期に収集を行った日本語Webコー

















形態素 N-gram検索についてはオープンソースソフトウェアの ssgnc （Search Systen for Giga-
scale N-gram Corpus）を用いて構築する。ssgnc は以下の 4つの機能を有している。
表 1　日本語Webコーパスの収集
収集時期 2012-4Q 2013-1Q 2013-2Q 2013-3Q
収集WARCファイル数 814 870 910 905























































図 1 に ssgnc の検索フォームを示す。左図では Fixed 条件での「猫 * *」という 3-gram を，
右図では Fixed 条件での「猫 * * * * * *」という 7-gram をクエリとした例である。クエリ中
"*"はワイルドカードを表す。
表 2 に NWJC 2012 年第 4 四半期収集データ（2012-4Q）を MeCab-0.98+mecab-ipadic-







索・係り受け構造検索とともに Preferred Infrastructure 社に外部委託して開発を進めている。
図 1　N-gram 検索系（左：Fixed 3-gram，右：Fixed 7-gram）
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文字列検索については同社の製品である Sedue に基づいて開発を依頼した。表 3 に 2013 年
に実施した，BCCWJ 1 億語規模での機能検証結果を示す。現在のところ 1 億語規模で検索































猫 を はじめ と し た ペット
猫 君 ♪】 と 選択 し た
猫 画像 ／ 萌え アニマル 画像 ／
猫 と ネコ と ふたつ の 本棚
猫 用品 ・ ペット 用品 ・ ペット
猫 君 ♪ | マイホーム 購入 前 に
猫 君 ♪ | 制度 の 問題 点
猫 ・ ペット と 一緒 に 泊まれる
猫 を 抱い て 象 と 泳ぐ











表 3　文字列検索機能の性能評価（BCCWJ 1 億語規模に対する返答時間）












































2013 年度に実施した BCCWJ 1 億語規模で行った開発・検証では返答に 10～20 秒かかる
ことがわかった。2014 年度は NWJC 2012 年第 4 四半期収集データ（2012-4Q）を MeCab-
0.98+mecab-ipadic-2.7.0-20070801により形態素解析したもの（約 10億語規模）での検証と高
速化を進めている。図 2に形態素列検索の現状を示す。図中上部に「猫 /名詞」と「*/助詞 -
格助詞」の 2-gramクエリを表す。10億語規模データに対して当該クエリは 21,264件がヒッ
トし，そのうちの 50件を表示するための返答時間は 1.54秒かかることがわかる。
2015 年度は 100 億語規模の検証を進める。返答時間はデータ量に対して線形であること
がわかっており，単純計算で 10億語規模データにおける返答時間の 10倍かかることが予測
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返答に 10～20 秒かかることがわかった。2014 年度は NWJC 2012 年第 4 四半期収集データ
（2012-4Q）をMeCab-0.98+mecab-ipadic-2.7.0-20070801により形態素解析し，CaboCha-0.67に
より係り受け解析したもの（約 10億語規模）での検証と高速化を進めている。
図 3に係り受け構造検索の現状を示す。図中上部左側に「猫 /名詞」と「は /助詞 -係助詞」
の 2-gramを含む文節（文節 ID 0）と，図中上部右側に「だ」を含む文節（文節 ID 1）を含み，
2つの文節間に係り受け関係があるような部分木クエリを示す。10億語規模データに対して





節が係る文節（［埋める の だ そう です］）がハイライトされる。



















⃝ 正規表現 /（.?*）¥1/ にマッチする AA，ABAB，ABCABC のようなパターンを枚挙する。
なお，¥1はグループ化した括弧内要素の後方参照とする。
⃝ 連濁対応　Unicode正規化において濁点を含む文字を語幹分解したものに対して正規表現





Span （Pei 2001）を改変した『prefixspan-rel』を用いる。同アルゴリズムを BCCWJ と 2012 年
NWJC第 4四半期収集データ（2012-4Q）の日本語文抽出結果（約 100億語相当）に対して
適用する。処理の都合上 BCCWJ については任意の長さの畳語を，NWJC については長さ
12 文字までの畳語を展開した。表 4 に処理時間と枚挙された畳語の件数を示す。主記憶
512GB，CPU AMD Opteron 6140 （2.6GHz 8 core） × 4 CPUの機材で 30並列で実行すると前
者については約 5分で，後者については約 2日で枚挙が完了する。
表 5に NWJCで頻度が 3であった畳語の例を示す。
表 4　畳語の枚挙
コーパス 枚挙する畳語長 母集団規模 処理時間 異なり のべ
BCCWJ 無制限 約 1億語 約 5分 452,574件 139,431,772件
NWJC（2012-4Q） 12文字以下 約 100億語 約 2日 26,928件 1,622,656件
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・検索系の開発には，株式会社 Preferred Infrastructure のみなさんに大変お世話になりました。この
場を借りて感謝申し上げます。また，本研究に用いているさまざまなオープンソースソフトウェ
アや言語資源を公開されている方々に感謝申し上げます。
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2012年第 4四半期より 3か月ごとに 1億 URLのクロールを繰り返し実施している。本稿
では構築されたコーパスデータの基礎統計量を示し，本コーパスを用いて，どのような理
論的・応用的研究が可能になると考えられるかを論じる。
Abstract: In 2011, the National Institute for Japanese Language and Linguistics launched a 
corpus compilation project with the aim of constructing a ten-billion-word Web corpus. The 
project was split into the following four sub-projects: page collection, linguistic annotation, re-
lease, and preservation. In the page collection stage, crawling began during the fourth quarter of 
2012. We crawled 100 million URLs every three months as fixed-point observations. This paper 
presents the basic statistics of the crawled data and discusses possible theoretical and practical 
implications of these language resources. 
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主な著書・論文：Archiving and analysing techniques of the ultra-large-scale web-based corpus project of NINJAL, Japan 
（Alexandria 25（1―2）, 2014）, BCCWJ-TimeBank: Temporal and event information annotation of Japanese text 









る Web 特有の新語の変遷が分析可能になるよう，3 か月ごとに 1 億 URL を収集する。各期
の日本語テキストコーパスの規模は 300億語規模になる。収集したコーパスは形態論情報・
係り受け構造を自動付与し，人文系の研究者が活用できる利用者系の構築を目指す。
